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　「ITスキル標準」の活用状況と

　　　　　　　導入のポイント
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経済産業省、IPAとの連携

・IPA「ITｽｷﾙ標準改定委員会」
　委員として高橋が参画

・経済産業省「ユーザ版ITｽｷﾙ標準策定委員会」
　オブザーバとして高橋が参画

・IPA/ITスキル標準センターとの定例Meeting
　ITSSUG主力メンバが参加

・「ITスキル標準白書」の発行など様々なCo-work
　来年度に向けて検討



3Copyright © ITSS Users’ Group Japan, 2003-2005. All rights reserved.

活用状況について　

＜ＩＴサービス事業者＞

・全国の従業員３０名以上のＩＴサービス事業者

・以下の業種を東京商工リサーチ社企業データベースより2500社を抽出

日本標準産業分類小分類３９１－ソフトウェア業（受託開発ソフトウェア業、

パッケージソフトウェア業）、３９２－情報処理・提供サービス業（情報処理サービス業、

情報提供サービス業、その他の情報処理・提供サービス業）

＜ユーザ企業＞

・全国の従業員８５０名以上のユーザ企業

・ＩＴサービス事業者を除く全ての業種を、東京商工リサーチ社企業データベースより

従業員数上位2500社を抽出

＜調査期間＞

平成17年2月4日～平成17年2月21日

＜回収結果＞

ＩＴサービス事業者：507社

ユーザ企業：514社

IPAによる電話調査　
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「ITスキル標準」の認知度

（Ｎ＝507） （Ｎ＝514）
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「ITスキル標準」の導入状況

先の質問でＩＴスキル標準について「詳しく知っている」「ある程度知っている」と

答えた企業の導入状況について

（Ｎ＝208） （Ｎ＝69）
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導入状況　～ITサービス事業者

既に人材育成・教育体系に取り入れているITサービス事業者の内訳

（Ｎ＝60）
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導入状況　～ユーザ企業

既に人材育成・教育体系に取り入れているユーザ企業の内訳

（Ｎ＝28）
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導入時期

先の質問でＩＴスキル標準を「既に人材育成・教育体系に取り入れている」と

答えた企業の導入時期について

（Ｎ＝60） （Ｎ＝28）
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導入予定時期

先の質問でＩＴスキル標準導入を「現在、検討中である」と答えた企業の

導入予定時期について

（Ｎ＝77） （Ｎ＝18）
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ただし、実態は… ～「経営者向け概説書」より

・　戦略目標の達成に向けた人材育成という理解が不足している。

・　何のために導入するかという企業の方針が不明確なため、ツールを

利用した診断の実施だけにとどまり、次のアクションにつながらない。

・　「ITスキル標準」準拠と言いながら、人材育成に対する考え方が

変わらないので、従来と何ら変わらない仕組みができあがっている。

・　単に自社の技術者の現状を「ITスキル標準」によってマッピングする

だけで終わってしまう。

・　人材育成は継続が重要であるにも関わらず、複雑な仕組みを

　　構築してしまい、現実的な運用ができない。
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「ITスキル標準」をとりまく状況

○　プロジェクトの成功率
　　赤字に陥っていないプロジェクトは26.7％のみ

(日経コンピュータ　2003年11月17日号)

○　IT系企業の取り組み
　技術者の10人に1人しかプロジェクトマネージャになりたいと思っていない
(日経コンピュータ　2005年7月11日号)

○　教育機関との連携
　　大学では学問的なコンピュータ科学に徹し、産業界が期待する実務的な

分野は、就職後企業側で再教育しなければならないという無駄を引き起
こしている
(経団連　2005年6月レポート)　
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■ユーザー企業　　　　　　　　　　　　　　　　　 　■ITサービス提供事業者
　　　経営層　　　利用部門　　　IT部門　　　　 担当部門　　 　協力会社　　　　経営者　　

　　　　　　　　　　　　　

①ｼｽﾃﾑ化・改善　　　　　　　　②RFP作成　 ③提案書作成　　　　　　　　　④承認　　　　

　　　要求　　　　　　　　

　　　　　　　　　①ｼｽﾃﾑ化・改善
　　　　　　　　　　　　要求

　　　　　　　　　⑤評価　　　　　⑤評価
　⑤評価
　⑥承認　　　　　　　　　　　　　 GO/NOGO　　⑦人員調達　　　　　　　　

　プロジェクト発足

プロジェクト発足までの流れ

ユーザ企業/ ITサービス提供事業者

　　それぞれの役割　～「経営者向け概説書」より
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■ユーザー企業　　　　　　　　　　　　　　　　　 　■ITサービス提供事業者
　　　経営層　　　利用部門　　　IT部門　　　　 担当部門　　 　協力会社　　　　経営者　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①システム分析

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②設計　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④テスト・移行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤運用
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥評価・改善

プロジェクト発足以降の流れ
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ユーザ企業が持つべきスキル

人材育成力人材育成力ITIT 戦略戦 略

策定力策定 力

ベンダベンダ

マネジメント力マネジメント力
システムシステム

要求・機能要求・機能

分析力分析力

ビジネス戦略ビジネス戦略

ヒューマンヒューマン

スキルスキル

ITITサービス提供事業者サービス提供事業者

ユーザ企業ユーザ企業
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ユーザ企業が持つべきスキル

■ 経営層

・ 事業戦略からIT戦略を策定できる能力

■ ユーザ企業IT部門

・ 利用部門の要求、考えを分析する能力

・ 要求から必要な機能を導き出す能力

・ 経営戦略、利用部門要求からRFPを作成する能力

・ 提案書を正しく評価する能力

・ プロジェクトマネジメント能力

・ 日々のシステム運用から改善点を提案できる能力

・ 障害時の影響を最小にすることができる判断力とリーダシップ
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ITサービス提供事業者が持つべきスキル

人材育成力人材育成力提案力提案力ITITスキルスキルシステムシステム
要求・機能要求・機能

分析力分析力

ビジネス戦略ビジネス戦略

ヒューマンヒューマン
スキルスキル

ユーザ企業ユーザ企業

ITITサービス提供事業者サービス提供事業者
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ITサービス提供事業者が持つべきスキル

・ ユーザ企業の要求に合った提案を作成する能力

・ 最適な実現手段を選定する能力

・ プロジェクトマネジメント能力

・ 新しい技術を理解し実装できる能力

・ 障害を起こさないための仕組み作りができる能力、予知能力

・ 障害対応能力

・ 状況把握、改善提案ができる能力

・ あるべき姿を策定し、現状とのギャップからIT人材戦略、

　 育成計画をたてる能力
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状況変化の兆し

○　人材育成の基準が変化 　

　個別企業の判断に基づいた教育のみで現場に出す事が一般的で
　あり、後進育成もOJTが中心。

共通指標に基づいたITプロフェッショナルを育成し、
ITサービスの質の向上を目指す。

　IPA・「ITスキル標準改定委員会」→「ITスキル標準」v2.0

○　「調達」

　　ITベンダーとユーザー企業、ITベンダー間、企業と大学など

○　エンドユーザー企業の動向

　　「ユーザ版ITスキル標準」
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「ITスキル標準」を導入する場合、以下の3つの視点が存在する。

■企業内
　ビジネス目標達成に必要な人材を育成するために導入する。
　さらに以下の2つの考え方に分かれる。

　・経営戦略を基にした人材育成　→　目標人材モデル
　・Project内での人材育成　　　　→　必要人材モデル

■企業間
　企業間の調達を目的として導入する。

■個人
　エンジニア個人のキャリアデザイン支援を目的に導入する。　

「ITスキル標準」導入の3つの視点
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■位置付け

企業のビジネスモデルや戦略はそれぞれ異なるために、共通フレームワークである「ITスキル
標準」をそのままの形で使うことはできない。
企業が独自に一から考えるのではなく、「ITスキル標準」をベースにすることによって、「目標
人材モデル」の策定がし易くなる。
人材育成の位置付けは、以下の様に考えることができる。

　　　　　　　　　責任部署、担当者　　　　　　　　　　育成Planの立て方

　Project外　　人材開発担当部署　　　　目標人材モデルと現状のギャップより

　Project内　　PMO、PMなど　　　　　　　必要人材モデルと現状のギャップより

　

企業内への人材育成のための導入
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目標人材モデル
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企業の戦略、ビジネス・モデルに深く依存した企業独自の目標人材を、スキルベース
で表現した「目標人材モデル」として設定し、現状とのギャップから半期、通期、もしく
は数ヵ年の育成プランを策定する。
実施責任部署は、全社横断的な人材開発担当の部署となる。

「目標人材モデル」 設定は、基本的に「ITスキル標準」で定義されているスキル項目

を利用する。
　

ビジネス目標達成に必要な人材を
　　　　　　　　　育成するための導入
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導入の流れ

プロセス

要求モデリング
経営戦略

事業戦略

目標人材

モデル策定

現状把握/
人材戦略策定

要求モデル

インプット アウトプット

To-Be

ファンクション

モデル

要求モデル

要求モデル

To-Be

ファンクション

モデル

スキルセット

目標人材モデル

ITスキル標準

目標人材モデル

エンジニア

保持スキル
人材戦略

目標/現状の

ギャップ

育成プラン

評価モデル

運用モデル

育成プラン

評価モデル

運用モデル

投資効果

見直し策

ギャップ情報

人材戦略

現行業務

育成プラン

評価モデル

運用モデル

実施/分析/改善

育成プラン

評価モデル

運用モデル

策定

ファンクション

モデリング

①

②

③

④

⑤

⑥

※IPA発行
「経営者向け概説書」

より抜粋
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① 要求モデリング
　 経営戦略から、ビジネス目標を達成するために必要な目標人材に関する要求事項

をまとめる。
② ファンクションモデリング(機能デザイン)

ビジネス目標を達成するために必要な機能をまとめる。これによって 経営戦略上
目標とするビジネスプロセスなどを機能表現する。

③ 目標人材モデル策定
②の機能を遂行するために必要なスキルセットをまとめ、目標人材モデルを具体化
する。また、目標を達成するためにはどのような人材が、どのような割合で必要かを
明確にする。

④ 現状把握、人材戦略策定
技術者の現状を把握し、目標とのギャップから人材戦略を見直し、具体化させる。

⑤ 育成プラン、評価モデル、運用モデルの策定
人材戦略、ギャップから育成プラン、評価モデル、運用モデルなどを策定する。

⑥ 育成プラン、評価モデル、運用モデルの実施・分析・改善
それぞれを運用、分析、改善し、PDCAを継続して行く。

導入の概略プロセス
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目標人材モデル設定手順

Function
Modeling

職務機能の目的職務機能の目的

手段手段
　　//目的目的

手段手段
　　//目的目的

手段手段
　　//目的目的

手段手段
　　//目的目的

手段手段
　　//目的目的

手段手段
　　//目的目的

具体的手段具体的手段具体的手段具体的手段 具体的手段具体的手段 具体的手段具体的手段具体的手段具体的手段

各機能を遂行する上で必要なスキルを洗い出す

　

To-Be 
Function
Model

ｚｚｚが出来るレベル３

ｙｙｙが出来るレベル４

ｘｘｘが出来る。レベル５専門分野：△△

スキル領域/項目：
○○

知識項目スキル熟達度スキル項目

・【「スキル熟達度」で定義／未定義のGap分析】

　
【職種別スキルセット構築】

独自スキル定義済スキル

職種別スキルセット

職種別にスキルを定義し、レベルをマッピングする

【カスタムスキル・フレームワーク策定】

職種Aのスキルセット
職種Bのスキルセット
職種Cのスキルセット …

全ての職種のスキルセットをまとめ、
御社独自の「スキル・フレームワーク」として定義
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To-Be Function Model

ファンクション・モデルの例
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職種 専門分野
Entry Advanced Expert 合

計Level1 Level2 Level3 Level4 Level5 Level6

Business Analysis

Strategic Planning * * * * * * 0
Finance * * * * * * 0
Program Management * * * * * * 0
Human Resources * * * * * * 0
Education * * * * * * 0
Marketing&Communication * * * * * * 0

End User Service

Call Center Service * * * * * * 0
Onsite Service * * * * * * 0
Web Management * * * * * * 0
Desktop Management * * * * * * 0
End User Management * * * * * * 0

Network Service

WAN Management * * * * * * 0
LAN Management * * * * * * 0
Conferencing Services Mgt * * * * * * 0
External Connectivity Services 
Mgt * * * * * * 0
Network Security * * * * * * 0
Network Portfolio Management * * * * * * 0
Voice * * * * * * 0

Messaging Messaging * * * * * * 0
Directory * * * * * * 0

Data Center 
Operation

Database Management * * * * * * 0
Storage Management * * * * * * 0
Platform Management * * * * * * 0
Facility Management * * * * * * 0

Compliance and 
Security

Validation Qualification 
Management * * * * * * 0
Regulatory Management * * * * * * 0
Risk Management * * * * * * 0

合計 0 0 0 0 0 0 0

職掌 専門分野
Level1 Level2 Level3 Level4 Level5 Level6 合

計Entry Advanced Expert

Custom Skill Framework
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レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

職種 マーケティング セールス コンサルタント ＩＴアーキテクト プロジェクトマネジメント ＩＴスペシャリスト
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ソフトウェア
デベロップメント

カスタマサービス オペレーション ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ

専門分野

ハ
イ
レ
ベ
ル

ミ
ド
ル
レ
ベ
ル

エ
ン
ト
リ
レ
ベ
ル

ハイレベル：社内において当該職種／専門分野に係るﾃｸﾉﾛｼﾞやﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ、ﾋﾞｼﾞﾈｽをﾘｰﾄﾞするﾚﾍﾞﾙ。特にﾚﾍﾞﾙ7は、市場全体から見ても先進的なｻｰﾋﾞｽの開拓や市場化をﾘｰﾄﾞする。ｽｷﾙ開発においても、社内戦略の策定・実行に大きく貢献することが求められる。

ミドルレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立し、自らのｽｷﾙを駆使することによって、業務上の課題の発見・解決をﾘｰﾄﾞすることができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においても、自らのｽｷﾙの研鑽を止めることなく、また、下位ﾚﾍﾞﾙの育成に積極的に貢献することが求められる。

エントリレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立するにはいたっておらず、当該職種の上位ﾚﾍﾞﾙの指導の下で、業務上における課題の発見・解決を行うことができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においては、自らのｷｬﾘｱﾊﾟｽ実現に向けて積極的なｽｷﾙの研鑽が求められる。

職掌 専門分野 Entry Advan
ced Expert 合

計Level1 Level2 3

Business 
Analysis

Strategic 
Planning * *

*

*
*

* 0
Finance * *

* * *

0Program 
Management * *

* * * *

0Human 
Resources * *

* * * *

0
Education * *

* * * *

0Marketing&Co
mmunication * *

* * * *

0

End User 
Service

Call Center 
Service * *

* * * *

0
Onsite Service * *

* * * *

0Web 
Management * *

* * * *

0Desktop 
Management * *

* * * *

0End User 
Management * *

* * * *

0

Network 
Service

WAN 
Management * *

* * * *

0LAN 
Management * *

* * * *

0Conferencing 
Services Mgt * *

* * * *

0External 
Connectivity 
Services Mgt * *

* * * *

0Network 
Security * *

* * * *

0Network 
Portfolio 
Management * *

* * * *

0
Voice * *

* * * *

0
Messaging Messaging * *

* * * *

0
Directory * *

* * * *

0Data 
Center 
Operati
on

Database 
Management * *

* * * *

0Storage 
Management * *

* * * *

0Platform 
Management * *

* * * *

0Facility 
Management * *

* * * *

0
Compli
ance 
and 
Securit
y

Validation 
Qualification 
Management * *

* * * *

0Regulatory 
Management * *

* * * *

0Risk 
Management * *

* * * *

0
合計 0 0 0 0 0 0 0

職掌 専門分野 Level1 Level2 合
計Entry Expert

スキル領域 / ITスキル標準フレームワーク
　　　　 / 企業人材モデルフレームワークの位置づけ

スキル領域　

取得資格

業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

■IT系資格

　・ベンダ資格
　・・・・
■非IT系資格

　・語学、通訳系
　・・・・

■会計業務・財務管理系
■マーケティング業務
■営業・営業管理業務
　・・・・

■医療・福祉
■金融・保険業
■通信業
　・・・・

■マーケティング

■メソッド
　・ソフトウェア開発技法
　・プロジェクト管理技法
■ハードウェア
■ソフトウェア
■データベース
■ネットワーク
　・・・・

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■ネゴシエーション

　・・・・

■プロジェクト遂行共通
■提案活動
■業務分析
■基本設計
■開発
■移行、運用保守

　・・・・・

ITスキル標準フレームワーク

　　　　　　　　　の活用
目標人材モデル
　　　　　の活用
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To-Be Function Model

Description

Skills

IT Skills 
(ITスキル標準 )

Human Skills

Conceptual 
Skills

Function1Function1

1.11.1

1,2,21,2,2

1.21.2

1.2.11.2.11.1.21.1.21.1.11.1.1

1.1.1.21.1.1.21.1.1.11.1.1.1 1.2.2.11.2.2.1 1.1.2.21.1.2.21.2.1.11.2.1.1

ITAPM APE TE PGE ITS ．．．

Mapping

　目標人材モデル

目標人材モデル構築の流れ
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フレームワークのイメージ

保守/運用スキル領域のイメージ

ITスキル標準
領域

営業ｼﾆｱｱｿｼｴｲﾂ
[要素と要素定義] [行動項目]

顧客状況把握 担当顧客に関して営業上必要な諸情報を収集すること

担当顧客が抱える人事課題を把握すること

経営人事に関する情報を積極的に収集すること

応用企画 既存のノウハウや過去の事例を応用しながら担当顧客に有効な提案を行うこと

個人目標達成のための具体的な戦術を立案すること

実効計画 顧客ごとに実効性の高い営業活動計画を立てること

状況の変化に応じて営業活動計画の見直しを適時適切に行うこと

個々の受注～納品をスムーズに進めるために必要な段取りをつけること

応用判断 課題の重要度や緊急度を適切に判断すること

過去の事例や経験を活かして適切に日常業務上の判断を行うこと

社内リソース活用 関係者の協力を取りつけながら商談や交渉をスムーズに進めること

高い成果を目指して関係者とチームワークよく協業すること

交渉 顧客など相手と意見が対立しても粘り強く話し合いを進めること

自らの考えを分かりやすく伝え顧客など相手の理解を得ること

自律遂行 目標達成に向けて粘り強く考え行動すること

時間を適切に管理しながらスピーディに仕事を進めること

自らの行動に責任を持ち自律的に業務を遂行すること

自己評価 自らの能力や特性を的確に把握し、仕事において有効に発揮すること

各顧客へのアプローチとその成果を振り返った上で、次なるアクションを起こすこと

意思疎通 職場の同僚の意見や考えを理解すること

自らの考えや意見を発信し、周囲に理解してもらうよう働きかけること

助言 職場のメンバーに有効なアドバイスを行うこと

自らの取り組み事例や考えを積極的に部門全体に発信すること

セルフコントロール 組織の一員として、自らの立場・役割を自覚しながら行動すること

苦労を厭わず率先して職責を果たすこと

担当顧客に関して営業上必
要な諸情報を把握すること

事例を応用しながら担当顧

客に有効な提案を行うこと

具体的で効果的な営業活動
計画を立てること

解決すべき課題を認識し複

数の要素を考慮に入れた判
断を行うこと

課題解決に向けて幅広く社
内のリソースを活用すること

相互の意見を調整しながら

交渉を円滑にまとめること

自らの行動に責任を持ち自
律的に業務を遂行すること

自らの成果や行動を事実に

基づいて評価し、次に生か
すこと

相手の考えを理解するととも
に、自らを周囲に理解しても

らえるよう働きかけること

同僚や後輩の求めに応じた
適切な助言を行うこと

組織の一員としての立場を
わきまえ、自らの役割を積極

的に果たそうとすること

ポータブルス
キル領域

個別スキル
領域

スキルセット

＜ミッション＞

適用業務システム(例：会計、生産、物流、Ｒ＆Ｄ）の運用およびユーザ（業務の実務担当者）をサポートする
エンジニアで、高度な業務知識・運用技術力に基づいて、安定的かつ高品質な業務システムの維持・管理に
貢献する。

＜主なビジネス領域と組織での役割＞

○特定業務領域について高い専門性と豊富な実務経験を有し、運用フェーズのキーマンとして利用部門の
責任者レベルと協議しながら総合的な判断による運用プロセスの改善提案や高難易度の障害時対応・問題
解決を主導する。

○新規案件に関して、対象業務範囲だけでなく関連業務の流れを把握した上で、以下の業務を担当する。

ー運用プロジェクトの改善や新規化に向け、提案書作成を支援する。

ー担当業務運用グループのリーダーとしてプロジェクトマネジャーを支援し、後進を指導する。

【人材イメージ】

ex. 運用チーム
リーダー

新フレームワーク

　　スキル　　　　
　マッピング

InfraBP PM TE APE NW ．．．
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必要人材モデル
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Project要員調達をする場合、そのProjectの難易度、利用技術、使用製品、期間

・スケジュールなどから、大まかな形で要員計画を作成することになる。
一般的には、そのアウトプットとなるのは、SE何名、PG何名といった人月換算に用いる

ような内容であった。
それを、以下のような「ITスキル標準」ベースの必要人材モデルに落としていく

必要がある。

必要人材モデルの考え方

必要
人材モデル

設定

Project要件

　　難易度

　　期間

　　利用技術

　　使用製品

　　・

　　・　

PM  Level 5 1名

ITA/DS　Level 4　1名

APS Level 3　 4名

ITS/DB　Level 3　1名

ITS/NW Level 3 　1名

　　・

　　・　



33Copyright © ITSS Users’ Group Japan, 2003-2005. All rights reserved.

「ITスキル標準」ベースの必要人材モデル設定ができれば、Project要員の調達に移る

わけであるが、通常条件を満足した要員調達が難しいのと、若手など経験不足のメン
バをOJTで育成したいということで参画させる、というような現実がある。
PMO、PMなどが、現場責任の一環で育成プラン策定の中心となることが、効率的で

あると考えられる。育成プランができれば実施自体は人材開発の担当部署に任せるこ
とが可能である。

要員調達の考え方

プ ロ ジ ェ ク ト 必 要 人 材

I T ア ー キ テ ク ト 　 　 　
L e v e l  4 　 　 1 名

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 　 　 　
ス ペ シ ャ リ ス ト 　
L e v e l  3      4 名

I T ス ペ シ ャ リ ス ト 　 　 　
　 　 デ ー タ ベ ー ス 　 　 　
　 L e v e l  3 　 1 名

I T ス ペ シ ャ リ ス ト 　 　 　
　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 　 　 　
　 L e v e l  3    1 名

調 達 可 能 要 員

メ ン バ A ； I T ア ー キ テ ク ト 　
　 　 　 　 　 　 L e v e l  3

メ ン バ B ； ア プ リ ケ ー シ ョ ン 　
　 　 　 　 　 　 ス ペ シ ャ リ ス ト 　
　 　 　 　 　 　 L e v e l  3 　

メ ン バ C 、 D 、 E ； L e v e l  2

メ ン バ F ； I T ス ペ シ ャ リ ス ト
　 　 　 　 　 　 デ ー タ ベ ー ス 　
　 　 　 　 　 　 L e v e l  3

メ ン バ G ； I T ス ペ シ ャ リ ス ト

　 　 　 　 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 　 　
　 　 　 　 　 　 L e v e l  2 　 　 　

ギ ャ ッ プ よ り

事 前 育 成 計 画 、

プ ロ ジ ェ ク ト 内

育 成 計 画 を

立 て る 。
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Project要員調達の最終段階は、必要人材モデルと要員スケジュールから調達した

要員のチーム編成の最適化である。

要員調達/チームビルディング

スキルズ・
インベントリ

必要人材

　ITA/DS　Level 4

　APS Level 3 

　ITS/DB　Level 3

　ITS/NW Level 3 

　　

要員スケジュール

チームビル
ディング・

シミュレータ

候補要員

選出

Ｐｒｏｊｅｃｔ要員確定

チーム特性把握

育成計画

ＦＦＳＩＴスキル標準
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Projectを円滑に遂行し、成功裡に導くために必要な人材を定義
した「必要人材モデル」を設定し、現状とのギャップからProjectスター
ト前、もしくはProject実施期間内での育成プランを策定する。
責任部署・担当はPMO、PMなどが考えられる。

「必要人材モデル」 は、基本的に「ITスキル標準」のフレームワークを、

そのまま利用する。

また、企業間の人材調達においても、同じ考えで活用が可能である。

Project内での人材育成の考え方



36Copyright © ITSS Users’ Group Japan, 2003-2005. All rights reserved.

■ 経営者
「ITスキル標準」を十分に理解し、経営戦略からの落とし込みを自らコミットした上で、
リーダーシップを発揮する必要がある。また、企業価値向上における人材育成の重要性
と取り組みを、社内・社外を問わずアピールしていくことも大きな役割となる。

■ 推進部門、担当者
導入の責任については、経営企画など経営戦略策定の中心となった部門・担当者が
適任である。育成プランの策定、及びその実施においては、以下に分かれる。

　-プロジェクト外
経営企画部門が育成プラン策定、人事や人材開発が実施を行う。ただし両部門の
連携を図れる体制を整える必要がある。

　－プロジェクト内
PMOやPMが育成プラン策定を行う。実施は、プロジェクトスタート前など可能であれば
人材開発などに任せることもできるが、OJTのプランニングと如何にプロジェクト遂行中に
育成の要素を織り込めるかが、最も重要になる。

導入における関与者のあるべき姿
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「ITスキル標準」の企業導入時に、必ずしなければならないこと

・ 経営者自らが内容を理解し、リーダシップをとること。
・ 推進者に優秀な人材をアサインすること。
・ ビジネス目標、経営戦略、IT戦略から「目標人材モデル」を

　　 策定すること。
・ 導入後の継続運用についても十分に検討すること。

「ITスキル標準」の企業導入時に、絶対にしてはいけないこと

・ 議論せずに「ITスキル標準」をそのままの形で取り込むこと。
・ 理解度の低い担当者に丸投げする（責任を押し付ける)こと。
・ 「目標人材モデル」 を策定せずにスキル診断を行い、人事に取り入れること。

　　　

まとめ　　～「経営者向け概説書」より


